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　オフィスで一般によく見かけるコピー
機のような「ページプリンタ」という、紙を
1枚ずつ印刷してくれるものがあります。
これでも「ラベル印刷」は可能ですが、ラ
ベル専用でないため、一度に1ページ分
まとめて印字したり、ラベル1枚だけの印
刷の場合、余白を沢山残した状態で出
力することになります。大量にダイレクトメ
ールの宛名シールなどを印字する場合
には、使えないことはありませんが、1枚
1枚、印刷して貼っていく産業用途の製
品個品や、段ボール箱等に貼付する印
刷の用途には、いくらラベル作成ソフトな
どで印字範囲を制御できても、効率の面
で、余りお薦めできません。
　やはり定型サイズのラベルを1枚ずつ
印刷するにはロール状のラベルを使って
印刷するほうが効率が断然良くなるた
め、現場ではラベル専用プリンタがお薦
めです。
＜熱転写プリンタ＞
　熱転写プリンタ（サーマルプリンタ）
は、小型軽量に適して比較的内部構造
が簡単なためコスト面も抑えることがで
き、静音性に優れているのが特長です。
インクリボンを使用できるものと、使用し
ないサーマル紙専用となるものがありま
す。サーマル紙を使用した場合、印字し
た内容が時間経過で薄くなったり、熱で
黒くなって読みにくくなってしまうといっ
たことがあります。
　図１は、カバーを開けた状態のプリン

タですが、黒いフィルムがインクリボン
で、後ろが白いロール状のラベルです。
機種によって多少異なりますが、インクリ
ボンを使用する場合は、ほぼこれに近い
構成になっています。　
　印字の際は黒いインクリボンがラベル
表面にプリンタヘッドで押し付けられ、そ
の状態でプリンタヘッドが過熱し、インク
が溶けてラベル表面に転写される仕組
みです。
　インクリボンを使用する場合はコート
紙・合成紙のラベルが使用できます。　
　いずれにしてもプリンタヘッドは印字
した量に応じて痛んできますので定期的
に交換が必要です。またホコリ、紙粉な
どが溜まると印字がかすれることがあり
ますので、日常の清掃も大事な作業で
す。
　一般的に多く普及している熱転写プ

リンタは、前述したように熱でインクを溶
かして転写する熱溶融型です。
　余談となりますが、ラベルではなくIC
カードへの印刷には、熱転写プリンタの
一種である昇華型プリンタというものが
あります。これは昇華性染料インクを使っ
てフルカラーの写真印刷ができ、顔写真
入りのIC カード社員証等の印刷にも使
用されます。
＜インクジェットプリンタ＞
　フルカラー印刷が容易にできるのがイ
ンクジェットプリンタの特長です。店内の
棚札やPOPなどの効果的用途で用いら
れています。インクを微滴化し、印刷面に
対し直接吹き付ける方式のプリンタで
す。構造が簡単で、家庭用プリンタでも
広く普及しています。
＜オートラベラー＞
　ラベル自動貼付け機と複合化された
自動的にラベルを印字して貼ってくれる
装置です。
　貼り付ける対象・ラベルによって貼
り付け方は異なってきますが、空気を吹
き付けてラベルを対象物に飛ばして貼
り付けたり、シリンダアームを伸ばして

3.5inch のカラー大型 LCD で誰にでも使いや
すい操作性を実現。
印字ユニットが大きく開き（従来比 2.8倍）ラベ
ル・インクリボンのセットや日々の清掃がしやす
くなりました。
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【図１】

　前号では色々なラベルを紹介をさせて頂きましたが、ラベルにはバー
コードや商品名などを印字する印刷装置のプリンタの存在が重要です。
プリンタといってもいろいろな種類が各メーカーより製品化されています。
　今号は、その中でもラベルプリンタを中心に紹介いたします。

『知っていますか？
　　プリンタのいろいろ』

プリンタの種類
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貼り付けたりと、巧みな動きでラベルを
貼付していきます。

　プリンタに必要なサプライ品に、インク
／インクリボンがあります。
＜熱転写プリンタ＞
　色は、産業用では、黒色がほとんどで
す。赤や黄色といったカラーのインクリボ
ンも一部つかわれており、プリンタによっ
ては2種のインクリボンをセットして同時
に使用できるもののあります。
　インクリボンの種類は大きく3つの系
統があり、使用するラベルの紙質や、どの
ぐらいの耐久性が必要かといったニーズ
で使いわけられます。
・ワックス系
上質紙やコート紙のラベルに使用されます。
・セミレジン系
ワックス系とレジン系の中間です。
・レジン系
ユポ紙やPETといったフィルム系のラベル
に使用されます。耐久性（耐高温、耐擦過、
対候性）にすぐれています。
＜インクジェットプリンタ＞
こちらは家庭でもつかわれているものと原
理は同じなので、黒以外に赤・青・黄とい
ったカラーのインクカートリッジになってい
ます。染料インクと顔料インクがあります。

　どの様なプリンタでも長期の使用で、
だんだん消耗してきますので定期的なメ
ンテナンスが必要になります。
　サーマル・熱転写プリンタでは、やは
りインクリボンやラベル紙に接するサー
マルヘッド部分がどうしても経年劣化で
交換が必要になってきます。ヘッドの特
定の位置がうまく動かなくなると、印字
が線を引いたように白く抜けます。特にバ
ーコードを印字する場合、線を引いたよ
うに印字がぬけてしまうと、内容が間違
ったり、うまく読めなくなったりしますの
で、業務に支障が起きてしまいます。

　プラテンローラとよばれる紙を送るた
めのローラも少しづつすり減ってきて、う
まく紙送りができなくなり詰まりの原因
になりますので、これも一定期間で交換
が必要です。
　また交換の時期を長くするために、普
段のサーマルヘッドやローラ部の定期的
な清掃が必要です。熱で印字するので、
ヘッドにホコリが付くと、インクリボンやサ
ーマル紙に熱がうまく伝わらなくなります
のでかすれた印字になってしまいます。
　紙やインクリボンが通るルートも、とき
どきはきれいに掃除をしないと、ホコリで
すべったりして、うまく流れなくなり、きれ
いに印字できなくなります。

　
＜モバイルプリンタ＞
机の上に据えて使うもの以外に、「モバ
イルプリンタ」と呼ばれるバッテリで動く
小型のものもあります。よく宅配便の集
荷などで使われるものです。
＜パソコンレス（スタンドアロン）＞
印刷は多くの場合、パソコンを接続して
行われますが、プリンタにつけられたテン
キーで入力して印字するものや、データ
をLANなどから取得して印字できるパ
ソコンレス（スタンドアロン）タイプのもの
もあります。
＜ICラベル印刷＞
またICタグのエンコード機能をもったも
のがあります。内部にHF帯やUHF帯リ
ーダライタを搭載し、IC ラベルの中身を

書きかえるとともに、表面に商品名やバ
ーコードを印刷します。ICラベルのエン
コード発行も、昔に比べてずいぶん高速
です。
＜カッター機能＞
ラベルを切り分けてくれる、カッター機
能を搭載していたり、オプションで付加
できるものも多くあります。
＜剥離機能＞
ラベルを台紙から剥離し、取りやすくして
くれる、作業性を向上にはありがたい便
利な機能です。

　今回、ラベルプリンタについて簡単に
ご案内させていただきましたが、当社で
はお客様の様々な用途にあった最適な
ラベルやプリンタ、その他サプライ品
等々、お客様の業務効率を上げる為のソ
リューションをご提供しております。
　長年の経験を持った多くのスタッフが
お客様のニーズに合ったご提案をさせて
いただきますので、是非、お気軽に当社
営業担当までお声がけ下さい。

都合により内容が変更になる場合がありますので、予めご了承下さい。

バックナンバーは弊社ホームページに掲載しております。　　　　　　　　

5月号は　5月　10日発行です。
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についてです。
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